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１現状と課題 

２目標 

３具体的な取り組み 

４成果 

５課題 

６展望 

発表の流れ 



現 状 

世界自然遺産 

コアゾーン 

住用 

NPO法人ヤムラランド 

観光客の増加 

エコツアーガイド 

住民との摩擦 

経済への波及効果 

自然・文化への悪影響 



課題と目標 

 
集落歩き（観光メニュー）で、 
歴史や伝統などについて 

裏付けのある説明ができない。 
 

 
情報を整理し、 

観光客が楽しめる集落歩き 
ツアーを造成する 

 

課題と目標  

最終目標 

課題 



具体的な取り組み（成果） 

１ 
文献収集、聞き書き、集落歩き 
などによる地域の魅力発掘調査 

 

 

２ 集落歩きマップの作成 

３ 
観光プログラムの作成、 
モニターツアーの実施 



①集落調査 
①集落調査  

事前調査 

聞きとり 

集落歩き 

住用村誌「わきゃシマぬ歩み」 

大学の研究調査資料 

集落歩きツアーの資料 まとめ 

資料を参考に、 

集落の物知りの方に 

通訳付きで聞きとり。 

地図にスポットをメモしていく。 

歩きながらその都度質問したり 

話を聞いた場所に実際行ってみる。 



成果 
①集落調査  

事前調査 

作業 
・資料収集 
・基礎知識の理解 
・参考にする情報をピックアップ 

成果 
・文献リストの作成 



成果 
①集落調査  

参考資料 

住用村誌編集委員会 2005 
『わきゃシマぬあゆみ住用村の歴史と暮らし』第1集 
 
対象範囲：住用全体 
特徴：村史 
使用方法：聞き取り前の事前調査に適している 



成果 
①集落調査  



成果 
①集落調査  

鹿児島大学 2014 
『平成25年度 地域の環境文化に依拠した世界自
然遺産のあり方に関する調査検討業務 報告書』 
 
対象範囲：西仲間 
特徴：聞き取りのまとめ・マップ 
使用方法：マップの参考 
        聞き取り調査においての項目確認 



成果 
①集落調査  



成果 
①集落調査  

跡見学園女子大学民俗文化研究調査会 1977
『民俗文化』第3号 
 
対象範囲：見里 
特徴：社会関係に焦点を当てている 
使用方法：集落の成り立ちを理解するに適している 



成果 
①集落調査  



成果 
①集落調査  

国際基督教大学 1976 
『文化人類学調査実習報告書』第3輯 
 
対象範囲：市 
特徴：集落の空間においてのシンボル 
     年中行事に特化した資料 
使用方法：他集落との比較・確認に使用 



成果 
①集落調査  



成果 
①集落調査  

課題 

１．基礎知識について 
網羅的な知識を身に着けるのは長い年月を要する 
⇒実地調査をしながらでないと理解が難しい 
２．文献との違い 
集落ごとに文化の多様性や辿った歴史も異なる 
３．範囲の設定 
データの収取には適切な範囲を決めることで質や効
率を上げる必要がある 



成果 
①集落調査  

聞き取り 

作業 質問項目の 
作成 

実際に集落を歩い
て感じたこと、疑問

をチェック 

聞き取り調査 

※学芸員・研究者との連携 



成果 
①集落調査  

課題 

成果 

１．「よそもの」の視点から感じる魅力の発見 
２．対象外の地域も把握する必要がある 
⇒比較による調査集落の特徴や魅力の発見 

ヤムラランド・青年団との連携 
参加者に負担をかけない 
イベント形式による声掛け 



①集落調査 
①集落調査  



②集落マップ 
②集落マップの作成  



②集落マップ 
②集落マップの作成  



② 

④集落のテーマや 

載せる情報をまとめる 

 

⑤試用し、改善する 
⑥最終的な 

デザインを決める 

 

①既存の調査資料収

集 

 

②集落の地図入手 

 

③集落歩き・聞き取りの

情報を入れ込む 

②集落マップの作成  

完成！ 



③モニターツアー概要 
③モニターツアーの実施  

 
 

 
狙い▼ 

まずは住用や市集落に遊びに
来てもらいたい！ 

市集落歩きとソーラ突き体験
を実施したい！ 

 

ターゲット▼ 

小学生くらいのお子さんがいる
名瀬在住の若い家族 

 
宣伝方法▼ 

名瀬の小学校へチラシ配布、
新聞社、ラジオ出演、 

名瀬のお店でポスター掲示 
 



③モニターツアー内容 
③モニターツアーの実施  

 
 



③モニツア写真・感想など 
③モニターツアーの実施  

色んな勉強になっ
た。また来てみたい。 

不便なイメージから
魅力あふれる集落
だと感じるように
なった。 

どんな所か行って
みたいと思った 

海から見る住用の
山々の景色が絶景。 

面白いガイドさんが
勉強になることを教
えてくれた 



③ 
③モニターツアーの実施  

先人の生活や知
恵など知れる良
い機会 

普段なかなかできない
ソーラ突きクルーズに興
味があった。魚一匹でも見
たかった！残念！ 

奄美をもっと知り
たかった。 

船で海へ出て行くツ
アーをもっと増やし
てほしい。 

説明+奄美のシマ唄

（三味線付き生う
た）があったら面白
いかも 

船に「昔のソーラ突
きの写真（白黒）が
あったら話が盛り上
がるかも。 



③モニツアふりかえり 
③モニターツアーの実施  

ソーラ突き＋さわら料理や古民家宿泊なども… 
あまみシマ博覧会の活用 
集落の担い手の意思を尊重する 

 

大切なのは「出会い方」。 
文化の継承と発信が 

できるようなプログラムを、 
できる範囲で体験してもらう。 

 

今後 



• ヤムラランドとしての活動の活性化 
「〇〇をやってみたい、〇〇を見せたい…」 

という声はあるが、イベントの企画・実施まで至って
いない。 

• 文化の保存と観光開発のすみわけ 
集落のリーダー達が独自にすすめている集落の調
査は、今後も続けてほしい。 

観光開発は、それとは別な人材や作業や工夫が必
要になる。 

 

 

課 題 



今 後 

• 他の集落でも引き続き調査を進める 

• 作成したマップで集落歩き（イベント） 

• 鹿児島大学生の研修誘致 

• 空き古民家や公民館を、長期滞在向けの
宿泊所に 

• ヤムラランド会員の案を実施まで進める 

 （新しい体制となる今、提案をしてみる） 



• 奄美の文化は知れば知るほど奥が深い！ 
(勉強が追いつかない) 

• 住用、いいところだなあ。 
(みんなに知らせたい) 

• 自分の思いと、相手の思い。 
(思い通りにいかないのが当たり前) 

• ヨソモノの価値。 
(ヨソモノだからこそ見えるもの、言えること) 

• たくさんの人にお世話になりました！ 
(ありがっさまりょーた！) 

半年を終えて（和田） 



• 奄美が、住用がもっとすきになりました。 

• 掛け替えのない人々に出会いました。 

• 自分ができること、できないことを分かるようになり
ました。 

• 素敵なパートナと一緒に仕事ができました。あり
がとうございます。 

• まだまだ未熟ですが、今後ちゃんとした社会人に
なるように頑張ります。 

半年を終えて（宋） 


